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地下水は誰のものかという臓論がある。日本の民法では、「土地の所

有権は、法令の制限内において、その土地の上下に及ぶ」と規定され

ている。そのため、なかには土地の所有者=地下水の所有者と解釈す

る人もいる。仮に地下水がコップのなかの水のように、地下の特定の

場所で動かずに止まっているならば、そうした考え方もできるかもしれ

ない。だが実際には地面の下を流れている。陸地に降った雨や雷解け

水の一部は地面に染み込み、地下に浸透する。地表近くの水はわき上

がって川として流れていく。地下に漫透しなかった水も、地表を流れて

川になる。川はやがで海へ出る。海へ流れ出た水は蒸発し、ふたたび雨

となって陸地に降り注ぐ。人間が使宜的に雨、地下水、りlk海、水蒸気

と名づけているが、それらはすべて水である。こうした水の循環は地球

単位で行われるだけでなく、小さな単位でも行われている。

小さな単位を流域という。流域とは降った雨が地表、地中を毛細血

管のように絡み流れ、やがでひと筋に収敏していく単位である。同じ流

域に住む生物は同じ瓶の水の思恵を受け、またときには洪水や渇水な

どの影響を受ける運命共同体に属している。最新のテクノロジー「四次

元水循環マネジメントプロジェクト」を使うと流域内の水の流れを可視

化することができる。写真は秦野市、水無川流域の地下水脈の流れを

「見える化」したものだ。このように地下水が流域の地下を綱の日のよ

うに流れているなら、「地下水は土地所有者のもの」という考えは実態

に合わない。

流域内の生物が同じ水を共有するということは、地下水が汚染され

たら、それも共有するということだ。汚染物質の代表が硝酸・亜硝酸生

窒素だろう。それらは農地で過剰に用いられた窒素肥料、農業排水か

ら供給された空素化合物が土壊中で分解されてできる。こうしてみると

農業は、貴重な食べものを産み出すと同時に、水を汚染する物質の発

生源という見方もできる。

静岡県は茶の特産地であるが、主要な産地で地下水中の硝酸態空素

が高い。県が行った地下水定点モニタリングでは、茶産地の牧之原市、

菊川市、掛川市、御前崎市、磐田市で基準を超過していて、これらの地

点では地下水の飲用はしていない。茶のうまさは、点てる水のうまさに

よるともいう。それゆえ吉より茶人の水へのこだわりは並大抵ではな

かった。うまい水の湧き出る泉、名高い井戸水を求め、東奔西走する茶

人もいたそうだ。そうした話を思い出すにつけ、茶どころの地下水が汚

染されているのは残念でならない。静岡県では環境保全型農業推進方

針を策定し、環境負荷を軽減する循環型農業を実現する技術開発に取

り組んでいる。特産品の茶については、施肥量を削減しても品質・収量

を落とさない施肥法を試験中である。ただ、農家だけが悪者なわけでは

ない。家庭菜口で用いられた空素肥料や家庭排水から供給された菫素

化合物も大きな問題で、実際、平成18年度は佐鳴湖上流域の費素施肥

量のうち、187%は 家庭菜口などが占めている。家庭菜口で立派な作

物をつくりたいという思いが、いつのまにか地下水汚染を引き起こして

いるのである。

最近、各地の自治体が地下水保全のルールづくりに乗り出した。地

下水保全のルールは、それぞれの地下水盆ごとにつくられると実態に

合ったものができる。市町村単位のルールでは限界がある。なぜなら

地下水は行政の境を超えて動くからだ。熊ホ県は2012年 に地下水保全

条例を改正した。熊本県は生活用水の8籠が地下水である。とくに熊本

地域は、ほとんど地下水に依存している。条例では、地下水を私 (土地

所有者)の水ではなく公共の水であると定めた。地下水は水循環の一

部であり、県民の生活、地域経済の共通基盤となる「公共水」であると

明記している。

熊本県では地下水保全条例を改正するに当たり、地下水量、地下水の

流れを分析し、住民に周知した。何度も会議をし、水を育む上流域の立

場、水を利用する下流域の立場の共有を図った。地下水がどこからど

れくらい流れてくるかがわからないうちは一体感をもてない。だが市町

村の垣根を越えて共同で調査を行ない、地下水の構造や流れのわかる

水円地図を作成し共有すると、そうしたなか一体感が醸成されてきた。

ルールづくりのときに水量だけに注目すると「上流域は地下水を育

む」、「下流域は水を使う」という関係になる。この立場に固執する

と空中分解してしようケースもあるが、地下水の問題には量質の 2面

がある。量の問題だけに注目すると、上流域は「自分たちは地下水の

生産者である。地下水保全事葉に金を払わなければならないのか。金

は使用である都市部が出せばいい」、「むしろ金をもらってもいいの

ではないかJと いう声が上がる。しかし、質の問題に注目すると見え

方が変わる。地下水汚染を引き起こす汚染物質の代表は硝酸・亜硝酸

生窒素だが、これは前述のように農地に由来する。上流部には農家が

多く、家畜の排泄物を流していたり、過劇に施肥していることもある。

つまり、地下水をつくり出すと同時に、汚染原因を生み出してしまう

可能性もあるのだ。

この問題も流域全体の問題としてとらえ直してみる。「上流域は地下

水を汚染するJ、 「下流域は地下水を汚染された」と加害者と被害者の

ようにとらえるのではなく、流域全体の問題としてとらえると、下流域

も協力するようになる。具体的には、施肥料の少ない野菜、無晨薬栽培

の野菜に特別の表示をつけ、それを流域の消費者が支えるというしくみ

がつくられている。流域で水を保全する場合、水の汲み上げなど量の

問題ばかりが注目される。だが、同時に質の問題も重要なのだ。双方の

問題を流域全体で共有し、解決の道を模索する必要がある。
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パタゴニアの「アワコモン・ウォーターズ」キャンベーンの一環として、このオーガニックコットン1∞%IITシ ヤツ1枚の売

上につき5ゆレを(水源開発問題全国連絡会)に寄付します。団体の詳細はhttp://suigenren,p/を 参照ください。
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パタゴニアの環境キヤンペーン「Our ComlnOn Wat∝ νアワ コモン ウォーターズ(共有の水)」 は、人類と地球上に
生息するその他すべての生物が必要とする水の、共有のパランスの重要性について考察します。またこのキヤンペーン
の一環として、パタゴニアカf●業を展開する過程で消費する水と、それを削減する努力についても「ウォーター フツト
プリント」で明らかにします。詳細はpatagomacom/Japan/ourcommonwatersを ご覧ください。
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